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平成28年第３回稲敷市議会定例会が９月６日から30日までの25日間
にわたり開かれました。市長より提出された議案は、条例改正３件、専決
処分案件１件、各会計補正予算案７件、決算の認定案13件、市道路線の
廃止案件１件、諮問案件１件及び報告案件７件を含めた合計33案件が上
程されました。
開会日には、諮問案件の採決後、議長発議により決算審査特別委員会が
設置されました。また、最終日には追加議案１件が提出されました。
議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

９月６日（火） 開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（33案件）。
諮問案件の採決
決算審査特別委員会が設置される。

（９月７日は議案調査のため休会）
９月８日（木） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
９月９日（金） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【３名】

審査のため各常任委員会及び決算審査特別委員会へ議案25
件を付託する。

９月12日（月） 常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】
９月13日（火） 常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】
９月14日（水） 常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】
９月15日（木） 常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月16日（金） 常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月20日（火） 常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】
９月21日（水） 常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】

（23日は、委員会の事務整理のため休会）
９月26日（月） 決算審査特別委員会（全体審査）

（９月27日は決算審査特別審査　全体審査　予備日）
（９月28日、29日は今定例会の議事整理のため休会）

９月30日（金） 各常任委員長及び決算審査特別委員長から付託議案に対する
審査報告を受け、議案25件に対する討論、採決及び継続審
査となっていた請願１件に対して採決を行う。また、追加議
案が提出され【議案第84号】に対し質疑、討論、採決を行う。
閉会
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第５号 平成28年度一般財団法人稲敷市
農業公社事業の報告について

市農業公社の平成27年度事業報告及び
平成28年度事業計画報告 ― 報告

報告第６号 平成27年度稲敷市一般会計継続
費精算報告書について

平成27年度に終了した庁舎建設事業の
精算報告 ― 報告

報告第７号 健全化判断比率の報告について

平成27年度一般会計の決算を基に、実
質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率及び将来負担比率について
報告するもので、いずれも早期健全化
基準を下回っている

― 報告

報告第８号 稲敷市農業集落排水事業特別会計
の資金不足比率の報告について

各特別会計、公営企業会計について平
成27年度の決算を基に資金不足比率を
算定し報告するもので、全４会計にお
いて資金不足はない

― 報告

報告第９号 稲敷市公共下水道事業特別会計
の資金不足比率の報告について ― 報告

報告第10号 稲敷市水道事業会計の資金不足
比率の報告について ― 報告

報告第11号 稲敷市工業用水道事業会計の資
金不足比率の報告について ― 報告

議案第59号
専決処分の承認を求めることに
ついて（平成28年度稲敷市一般
会計補正予算（第３号））

市街地液状化対策事業工事請負費、江
戸崎体育館備品購入費の増額補正

総務教育
産業建設

原案承認
（19：０）

議案第60号
稲敷市家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

建築基準法施行令の一部を改正する政
令等の施行に伴い条例の一部を改正す
るもの

総務教育 原案可決
（18：１）

議案第61号 稲敷市医療福祉費支給に関する
条例の一部改正について

茨城県医療福祉対策実施要領の改正に
伴い条例の一部を改正するもの 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第62号 稲敷市空き家等の適正管理に関
する条例の全部改正について

空家等対策の推進に関する特別措置法の
制定に伴い条例の全部を改正するもの 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第63号 平成28年度稲敷市一般会計補正
予算（第４号） 予算総額を215億4,095万６千円とする 各常任委員会 原案可決

（19：０）

平成28年第３回
稲敷市議会定例会
平成28年第３回
稲敷市議会定例会
平成28年第３回
稲敷市議会定例会

平成27年度全決算（13会計）を認定平成27年度全決算（13会計）を認定
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第64号 平成28年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） 予算総額を65億4,137万６千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第65号 平成28年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）予算総額を４億4,052万１千円とする 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第66号 平成28年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第１号） 予算総額を16億7,565万１千円とする 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第67号 平成28年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第２号） 予算総額を36億5,009万円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第68号 平成28年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 予算総額を８億9,643万８千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第69号 平成28年度稲敷市介護サービス
事業特別会計補正予算（第１号）予算総額を1,183万４千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第70号 平成27年度稲敷市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額：242億  777万8,590円
歳出決算額：230億8,065万2,515円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第71号 平成27年度稲敷市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：71億7,177万2,433円
歳出決算額：67億9,486万7,543円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第72号
平成27年度稲敷市、稲敷郡町村及
び一部事務組合公平委員会特別会
計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：180万6,127円
歳出決算額：170万1,137円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第73号
平成27年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：４億1,593万2,461円
歳出決算額：３億9,935万3,280円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第74号
平成27年度稲敷市公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：17億5,764万4,090円
歳出決算額：16億6,879万4,493円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第75号 平成27年度稲敷市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：34億9,870万3,634円
歳出決算額：32億7,054万4,751円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第76号 平成27年度稲敷市浮島財産区特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：168万3,537円
歳出決算額：121万1,092円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第77号 平成27年度稲敷市古渡財産区特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：401万6,237円
歳出決算額：347万7,418円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第78号
平成27年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入決算額：2億2,839万6,415円
歳出決算額：2億2,789万8,000円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第79号
平成27年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：8億7,388万8,554円
歳出決算額：8億6,232万4,447円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第80号
平成27年度稲敷市介護サービス
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：1,055万2,970円
歳出決算額：  767万4,247円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第81号 平成27年度稲敷市水道事業会計
決算認定について

総収益：９億6,736万6,929円
総費用：９億1,553万8,820円

決算審査
特別委員会

原案認定
（18：１）

議案第82号 平成27年度稲敷市工業用水道事業
会計決算認定について

総収益：966万5,421円
総費用：548万5,263円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：０）

議案第83号 市道路線の廃止について 市道（東）988号線、990号線の２路線
を廃止するもの 産業建設 原案可決

（19：０）
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第84号 工事請負契約の締結について 新利根地区センター改修工事請負契約
を２億9,376万円で締結 ― 原案可決

（19：０）

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 柏　木　　古山　哲（新任） ― 同意

（19：０）
※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は、採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

賛否の別れた
案件の議決結果

１　
中
沢　
　
仁

２　
黒
田　
茂
勝

３　
筧　
信
太
郎

４　
根
本　
　
浩

５　
若
松　
宏
幸

６　
竹
神　
裕
輔

７　
岡
沢　
亮
一

８　
篠
田　
純
一

９　
松
戸　
千
秋

10　
中
村　
三
郎

11　
根
本　
光
治

12　
伊
藤　
　
均

13　
高
野
貴
世
志

14　
柳
町　
政
広

15　
篠
崎　
力
夫

16　
浅
野　
信
行

17　
木
内　
義
延

18　
山
下　
恭
一

19　
遠
藤　
一
行

20　
山
口　
清
吉

結　果

議案第60号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 原案可決
議案第70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 原案認定
議案第71号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 原案認定
議案第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 原案認定
議案第79号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 原案認定
議案第81号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 原案認定
請願第１号 × × × × × × × × × × × × × × × ― × × × ○ 不採択

※注釈：「○」は賛成、「×」は反対
※浅野議長は、採決には加わりません。

受理番号
（受付日） 件　　　　名 提　出　者

住所・氏名 付託委員会 審議結果
（賛成：反対）

請願第１号
（H28. 5 .26）

「所得税法56条の見直し
を求める意見書」の提出
を求める請願

つくば市
土浦民主商工会
婦人部長　坂上　ひとみ

市民福祉 不採択
（１：18）

請 願 の 審 議 結 果
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当市の運動公園、体育設備は県下に誇るもの
がある。また、市民のスポーツに対する関心は、

子供から高齢者まで、市民のスポーツ熱は拡大の一途
をたどっている。また、2019年には茨城ゆめ国体に
おいて、トランポリン競技が当市で実施予定であることからスポーツの機運を高
めるためにも、当市のすばらしい環境下にある運動施設を生かし、各種のスポー
ツ大会の実施等、また老若男女、スポーツを楽しめる町であるという恵まれた環
境を対外に発信するため、スポーツ都市宣言をしてはどうか。

これから国、県ではオリンピックに向けスポーツを軸とした動きが活発
化されると想定される。スポーツ振興は市の重要施策の一つであるという

点、またスポーツでまちづくりをしていくという認識をぜひとも持っていただき、
さらなるスポーツの活性化や競技水準の向上、スポーツ行政の発展のために、ス
ポーツ担当部署の組織変更など必要ではないか。

スポーツ都市宣言については、スポーツ振興に対する市の
方針や理念を市民に広く広報する機会としては、東京オリン

ピック・パラリンピックの開催に合わせることがベストであると考えます。関係
団体や市民の意向を踏まえ、前向きに検討します。

スポーツ振興施策を進める上で、組織上の位置づけを明確
にすることは、重要です。特にオリンピック事前キャンプ誘

致は、相手国との条件交渉などを進めるのとあわせて、スポーツ振興に関する市
民の意識向上を同時に進めるという必要があり、キャンプ誘致のための専門セク
ションを設置すべく、現在、関係部局と検討を進めています。

岡 沢 亮 一
議 員

スポーツ都市宣言の実施を

岡沢

岡沢

政策調整部長

政策調整部長

市民の意向を踏まえ
検討する

政策調整部長

市長 当市におきましても、2020年の東京オリンピックをスポーツ振興につな
げていくことが重要であります。また、スポーツ都市宣言についても、検

討していきます。

江戸崎運動公園グラウンド 改修中の江戸崎体育館
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産業建設部長

産業建設部長

和田公園は、かつて無料のキャンプ地として人気が高かっ
たと聞いているが、現在は、デイキャンプに限定して利用さ

れている。
優れた景勝地である当該施設を、市内外の人々の交流の場として

活用していくために、広報紙やホームページに掲載してはいかがか
伺う。

市内公園の利用促進を

筧

霞ケ浦沿いに立地
する景勝地的な公園

であり、市外に向けて情報発信したい市
の代表的な公園であると認識しておりま
す。

国や県、あるいは関係団体等と協議し
ていけば、いろいろなことができる可能
性を秘めた公園であると思っています。
利用方法や管理の方法、整備の方向等を
含め、今後、検討していきます。

現在、大利根東公園では、ハートピアいなしきの皆さんに花壇の植栽
管理を行っていただいています。また、新利根地区堂前公園では、多く

のボランティアの方に、木の剪定、除草作業等を行っていただいています。
このように、多くの市民の方々に公園にかかわっていただくということは非常に大切なこ

とであると考えます。
近隣市町村の制度について研究し、多くの市民の方々が公園にかかわれる仕組みを考えて

いきます。

筧　信太郎
議 員

市にふさわしい仕組みづくりを
検討したい

田口市長

近隣の龍ケ崎市、阿見町、牛久市、土浦市及び石岡市では、公園の維持管理の一部
を地元住民の方々に担っていただく公園里親制度を導入している。

公園管理に携わることで公園への愛着が生まれ、同時に市民交流も促進されるのではない
ないか。

また、稲敷市で導入する場合には、公園の簡易な管理などにとどまらず、楽しんで参加で
きるような交流イベントを含めた対応を図ってはどうか伺う。

筧 

和田公園のデイキャンプ場
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貧困に苦しむ家庭の多くは、複数の深刻な問題を抱えて
いる。支援策を何年も積み重ねることによって、より良い

効果が発揮されると言われている。
そこで、本市が子どもの貧困対策を推進していく上で、学習支援事業の必要性をどのよう

に感じ、子どもの貧困の現状をどのように認識しているか伺う。

学習支援事業の実施に併せて、子ども食堂のような食事の提供が行える環境づくり
も一緒に進めていくべきと思うが、どのように認識しているのか伺う。

竹 神 裕 輔
議 員竹神

竹神

子どもの貧困対策について問う

子供たちが夢と希望を持って成長
していけるようにしていきたい

田口市長

市の最重要課題である子育て支援対策を今後強化していくために、教
育の果たす役割は極めて大きく、重点課題である認識しています。

また、第２次総合計画でも、子育て支援、教育の充実は重点プロジェクトに位置づけ、政
策の柱として取り組んでまいりたい。

乳幼児期から小中学校期、高校期などを通じて、切れ目なく子供や家庭の状況をトータル
に把握する仕組みづくりを優先事項として検討していきます。

まず学習支援事業を、平成29年４月からの実施を目指し、鋭意準備を
進めていきたい。そして、この学習支援事業を推進していく中で、本市

の事情に合った子ども食堂が開設、実施していける手法等を研究していきます。

稲敷市においては、当該制度の必須事業である自立相談支援事業と住
居確保給付金事業に、平成27年度より取り組みを始めています。

また、生活困窮世帯の子供に対する学習支援事業につきましては、平成29年度より実施し
ていきます。

政策調整部長

保健福祉部長

保健福祉部長

就学援助費の対象者は小中学校合計で160名に913万4,000円の援助費を支出し
ています。

学習支援事業は、学習支援を必要とする児童生徒の情報提供などについて、保健福祉部と
緊密に連携を図っていきます。

教育部長
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市長

被災者支援システムについては、東日本大地震が発生した
５年前に一般質問があり、災害発生時に本当に使えるように、

現場に即したシステムでなければならないとの答弁があったが、こ
のシステムの導入状況について伺う。

また、防災かまどベンチや災害対応トイレ等の防災施設を設置す
る取り組みについて伺う。

防災対策について問う

システム導入を、早急に対応したい

若松

平成23年第３回定例会において、具体的な導入に向けた検討作業に着手し、早目に
導入していくと答弁をさせていただきました。

その後、調査研究を重ねましたが、個人情報の更新、管理の問題などの課題があり調整作
業が遅れ、現時点では被災者支援業務の一つである要援護者の安否確認台帳を整備したまで
となっています。今後、早急にシステム導入に向けた調整を進めていきたい。

防災かまどベンチや災害対応トイレ等の防災施設の設置への取り組みについては、震災予
防計画の中でも、市街地における防災空間の確保の一環として、公園を防災拠点や避難地と
して災害応急対応施設の整備を行い、防災機能の一層の充実を図ると示されています。

現在は、災害用の炊き出しかまどや簡易トイレ等については移動式のものを備蓄しており、
必要なときに対応していく準備をしていますが、今後、地域全体の防災施設のバランスを考
え、防災機能を有した公園も含め、総合的な防災体制を推進します。

若 松 宏 幸
議 員

自主防災組織の編成、日々の防災活動や訓練を行う取り組みを積極的に推進する考
えを伺う。若松

田口市長

まずは主体となる自主防災組織をしっかりと育成し、その組織へ必要となる防
災資機材の整備を行うなどの支援体制を確立していきます。総務部長

※防災かまどベンチとは…
普段はベンチとして使用していますが、

災害時には座る部分をはずすと“かまど”
になり、火を起こして、炊き出しができ
ます。
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大阪府の豊能郡環境施設組合の高濃度ダイオキシンを含
む廃棄物が市内に運ばれ、実験処理されたが、高濃度ダイ

オキシンについての経緯、持ち込まれた廃棄物の量や運搬、処理
方法とその違法性についての調査と今後の対応について伺う。

焼却実験に５トンもの廃棄物の必要性があるのかまた、市独自のダイオキシン規制
条例の整備や研究施設等に環境管理の国際規格ＩＳＯ14001の取得推奨について伺

う。

実証実験事業者からは、施設にその量が持ち込まれたため仕方なく全量を使用し
たとのことであったため、廃棄物の処分の意味合いが含まれているものと思われま

す。
規制条例については、先進自治体を参考に条例や規則などで有効な規制ができるかどうか

検討すると共に、環境マネジメントＩＳＯ14001の認証取得を推奨してまいります。

根 本 　 浩
議 員

高濃度ダイオキシンが持込まれた
経緯は

根本

根本

副市長

市民生活部長 高濃度ダイオキシンを含む大量の廃棄物を神戸市内で違法埋め立て処分し
た問題に関連し市内に、大型トラックでドラム缶35本分の約５トンが４月に搬

入され、５月にかけて廃棄物の溶融実験が行われ、溶融スラグの入ったドラム缶６本分1,554キロ
が残っていることを確認しました。

実証実験事業者からは、溶融スラグのダイオキシン濃度測定結果は、低濃度になり無害化に成
功した説明があり、土壌中の濃度測定のため、実験施設付近の３ヶ所でサンプリングを行いまし
た。その結果いずれも基準を下回り、実験の影響は確認できませんでした。今後の調査については、
再検討いたします。

同組合に対しましては、排出元責任を問い溶融スラグの引取りと検査費用の支払を求め、実証
実験事業者には、研究や実験とした場合、法規制対象外となるためその違法性の有無について更
に検証し、今後は、事前承認と住民に対する説明会や同意の必要となることなどの地域環境への
配慮を求めると共に、始末書の提出を強く申し入れてまいります。

真相究明を行い再発防止に
努めたい

市民生活部長
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桜川地区センターの借地につきましては、市有
地の中央にあるため、市で取得したいと考えてお

りますが、再度整理し説明させていただきます。
説明会につきましては、その地区の公共施設がどうなる

のか、統合するのか、そのままなのか、個々の施設の方向
性等の検討が始まる段階になりましたら、開催し、ご意見
を伺いながら進めてまいります。

本計画において、公共施設等の更新にあわせて借地を返却し、公有地への移転と
有効利用を図るとしており、この方針に基づき、公共施設の再編を図る予定ですが、

借地に至った経緯等の事情を考慮しながら段階を踏んだ対応が必要と考えております。
第１は実態把握、第２は方針策定、第３は実施計画立案、第４は評価改善で、その評価を

行い、改善点があれば、方針や実施計画を見直し、改善を行います。
市民への説明会、周知については、公共施設の状況や課題をまとめた公共施設白書を作成

公表し、情報の共有を図ってまいります。

副市長

副市長

合併前から多くの借地が存在しその数は132カ所、借地料
は年間約2,380万円になる。

５月に稲敷市公共施設等総合管理計画が策定されたことを踏まえ
今後の借地整理の具体的計画を伺う。

次に今後更に公共施設の再編に伴う施設の解体、統廃合が進む中、
再編計画について市民への説明会や周知を行う必要があると考える
が如何か。

公共施設の借地整理計画と施設再編
の周知は

篠田
篠 田 純 一

議 員

更新にあわせ借地の返却と公共
施設白書の作成を進める

副 市 長

市長 桜川地区統合校の候補地はこれまで、いろいろな検討を重ねてきましたが、排水問
題にかかる流末処理費用が莫大なため、桜川中学校敷地内での建設を断念しました。

古渡小学校新築の判断は、国補助金と合併特例債を活用すれば１億円の一般財源で改築と
変わらないことと、児童の安心安全に配慮した結果その結論に至りました。

今後座談会等により市民の皆さんのお話しを伺いながら市の流れ等についても含め、しか
るべき時期が来れば、説明をいたしてまいります。

桜川地区小学校統合の方向性について地元説明会を開催し、市長の考えを説明いた
だきたいことと、桜川地区センター借地の件について対応策を伺う。篠田

桜川地区センター
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合併から11年が経過したが、何のために合併したのか。
合併の基本理念は、市民が合併してよかったと満足できる

一体感のある地域づくりであった。しかし、人口減少は、止まら
ず危機的状況である。行政の効率化と言いながら、事業や政策は
縮小、委縮、これでは、将来に希望が持てないのではないか。そこで今後の地域コミュニティ
のありかたや方向性をもった今後のまちづくりについて伺う。

当市には、すみたくなっちゃうプラン、人口減少対策、地元企業の育成等いろいろ
な施策がある。しかし、他の自治体にない稲敷独自の事業がない。

稲敷市は何をするにも方針が弱いのではないか。稲敷独自のものを作るために投資をする
という市長のマネジメントが必要ではないか。市長の市政運営で一番大切なものはなにか。

地域の急激な人口減少の状況を考慮すると将来的には行政区の統合や行政区や消防
団、老人クラブなど従来の組織の枠を超えた協議会型の自治組織の設立も検討すべき

と考えています。これらを踏まえ、市民との協働であるとともに、地域全体を見渡した都市
計画であると考えます。市民とのお互いのメリットを見出し、一緒に取り組んでいくスタイ
ルを構築したい。

特に人口減少対策にかかわる事業には、積極的な投資を行っていかなければならな
いと考えます。また、稲敷市ならではの独自の教育施策、地元産業を守る仕組みづく

り、地域の人材を生かしたまちづくりをパッケージ化して進めていきたい。

根 本 光 治
議 員

10年先を見通した
まちづくりを問う

市民との協働に取り組む

根本

根本

市長

市長

田口市長

合併してよかったと満足できる市政運営を
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市長

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

今
年
の
参

議
院
議
員
選

挙
か
ら
18
歳
か
ら
の

投
票
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
よ
り
政
治

を
身
近
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
た

め
、
高
校
生
議
会
の

開
催
や
、
議
会
活
動

を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
議
場
で

市
民
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
に
つ
い
て
、
ま

た
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
目
指

す
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

松
戸

８月に甲府市の窓口業務の行政視察に行ってまいりました
が、ここでは、申請書に住所名前を書かせない、総合窓口で

手続きが終わる、迷わず各窓口に行けるなどのワンストップ総合窓
口サービスの導入を図っておりました。

市においても更なる住民サービスの質の向上を目指すため、今後
の取組みについて伺う。

新庁舎がスタートしてから窓口を可能な限り１カ
所で対応できるよう連携をとっておりますが、サー

ビス体制の内部検証をもとに、随時改善を行い効率的サー
ビスに努めてまいります。

窓口業務の今後の取り組みは

松戸
松 戸 千 秋

議 員

市民生活部長 住民異動届や戸籍届提出の際、市民窓口課のほか保険年金課、子ども
家庭課、税務課の４課は、一部ワンストップ化が図られております。

窓口でのワンストップサービスの完全実施は、利便性の向上につながるため、導入を検討して
きたところですが、業務範囲や職員の配置など検討すべき課題が多いことから、現体制で対応し
ておりますが今後、総合窓口的なワンストップサービスの
運用などを含め、実現の可能性を探ってまいります。

更なるスピーディーな窓口対応
に向け準備を進めたい

市民生活部長

高
校
生
議
会
は
政
治

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
選
挙
制
度
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
ま
た
議
場
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
音
楽
に
親
し
み
文
化
の
高
揚
に
資
す

る
も
の
で
、
と
も
に
有
効
な
Ｐ
Ｒ
手
法
で
あ

り
ま
す
が
、
実
現
の
た
め
の
課
題
も
あ
り
ま

す
の
で
今
後
十
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
具

体
的
行
動
計
画
と
位
置
づ
け
し
、
市
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
検
討
し
、
取
り
組
む
べ
き
も
の
を
来
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

政
策
調
整
部
長

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
み
た
い

政
策
調
整
部
長

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
市
の
魅
力

を
磨
い
て
市
民
の
皆
様
へ
の
内
向
き
な
Ｐ
Ｒ

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

副
市
長
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市
長

近年、格差社会が進む中、教育費の増大とも相まって、親
の年収が低い子は高校、大学に進学できない状況が生まれ

ている。学費と奨学金をめぐる問題は、子供の貧困問題と結んで、
その解決を求める世論がかつてなく広がり、給付制奨学金の創設を求める声が強まっている。
一方、稲敷市独自の奨学金については、利用者が非常に少ない状況である。市の奨学金を貸与
制度から給付制度にして魅力ある制度にしてはどうか。

山 口 清 吉
議 員山口

苦学生に魅力ある奨学金制度を

奨学金財源の調査研究をすすめる教育部長

ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
の

給
食
復
活
を
求
む

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
初
め
、

厨
房
機
器
等
の
修
繕
に
は
多

く
の
予
算
が
必
要
と
な
り
、
全
て
の

課
題
を
解
決
す
る
に
は
厳
し
い
と
判

断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
運
営
上

の
課
題
も
含
め
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド

面
に
お
い
て
、
施
設
利
用
の
保
護
者

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
給
食
提
供

方
式
か
ら
弁
当
提
供
方
式
へ
の
変
更

に
至
り
ま
し
た
。

給
食
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
施
設

運
営
を
委
託
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
状
況
が
大
変
厳
し
く
早

急
に
給
食
を
復
活
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
保
護
者
等
と

協
議
を
重
ね
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
検
討
し
ま
す
。

ハ
ー
ト
ピ
ア
は
、
開
所
時
に
は
、
昼

食
は
自
前
で
調
理
し
提
供
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
自
慢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
時
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
損
傷
し
食
事

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。そ
の
後
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
、
現
在
に
至
っ
て
も

給
食
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
中
止
さ
れ
た
ま

ま
、
昼
食
は
業
者
の
弁
当
を
利
用
し
て
い
る
。

現
在
、
入
所

者
や
保
護
者

か
ら
給
食
復

活
が
望
ま
れ

て
い
る
。
そ

こ
で
、
給
食

を
や
め
た
理

由
及
び
給
食

を
再
開
す
る

考
え
は
な
い

の
か
伺
う
。 

山
口

昼
食
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
検
討
す
る

田
口
市
長

当市の奨学金制度については、黒田保郎育英奨学基金により運用しており現在
までに延べ125名が利用しており、現在、貸与中の学生は12名となっています。

貸与制度から給付制度になると、恒久的な財源が必要となりますので国や県からの補助金
などのない現状では、一般財源から毎年度繰り入れせざるを得なくなります。給付制度につ
きましては、財源が課題となりますので、今後も調査研究します。

教育部長

こ
の
他
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
違
法
処

分
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ハートピアいなしきの給食復活を
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討　
論
討　
論

（
第
３
回
定
例
会
）

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、58
％
の
市
民
が
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
暮
ら
し
向
き
が
悪

く
な
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
稲
敷
市

の
平
成
28
年
3
月
31
日
現
在
の
積
立

金
現
在
高
は
、
１
３
３
億
４
、
２
２

８
万
円
に
も
な
り
、さ
ら
に
9
億
４
、

５
５
１
万
円
の
実
質
収
支
額
で
あ
り

合
わ
せ
て
１
４
２
億
８
、
７
７
９
万

円
の
剰
余
金
が
あ
る
。

市
民
の
願
い
や
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
積
立
金
を
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
こ
そ
稲

敷
市
の
人
口
減
少
も
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

山
口
清
吉
　

全
国
的
に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
稲
敷
市
国
保

税
の
収
納
率
は
90
・
08
％
と
少
し
ず

つ
向
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど

も
用
の
鉛
筆
入
れ
ま
で
差
し
押
さ
え

し
税
を
回
収
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
聞
き
驚
い
た
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
国

保
税
を
引
き
下
げ
る
、
市
独
自
で
国

保
税
の
減
免
制
度
を
つ
く
る
な
ど

で
、
市
民
が
喜
ん
で
国
保
税
を
納
め

ら
れ
る
、
市
民
が
滞
納
整
理
に
ビ
ク

ビ
ク
す
る
こ
と
の
な
い
稲
敷
市
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

山
口
清
吉
　

日
本
共
産
党
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対

し
て
40
％
の
人
が
、
介
護
保
険
料
・

利
用
料
の
値
下
げ
を
望
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
今
政
府
が
行
お
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
保
険
料
・
利
用
料
の

値
上
げ
で
あ
る
。

消
費
税
引
き
上
げ
分
は
福
祉
に
回

す
と
い
う
消
費
税
増
税
時
の
宣
伝
文

句
は
全
く
実
践
さ
れ
て
い
な
い
。

山
口
清
吉
　

こ
の
条
例
案
は
、
保
育
士
の
不
足

を
補
う
こ
と
を
目
的
に
、
保
育
に
あ

た
る
人
の
基
準
を
緩
和
し
、
保
育
士

以
外
も
保
育
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
看
護
師
や
准
看
護
師
を
保
育
士

と
見
な
す
こ
と
な
ど
、論
外
で
あ
る
。

保
育
士
不
足
の
解
消
に
は
保
育
士
の

待
遇
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
保
育
の

質
の
確
保
の
た
め
に
基
準
の
緩
和
は

行
う
べ
き
で
は
な
い
。

山
口
清
吉
　

日
本
共
産
党
の
実
施
し
た
ア
ン

山
口
清
吉
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
廃
止
す

る
し
か
な
い
。

75
歳
と
い
う
年
齢
で
差
別
さ
れ
、

過
酷
な
保
険
料
の
徴
収
が
行
わ
れ
、

診
療
報
酬
も
別
立
て
、
保
健
医
療
も

制
限
さ
れ
て
い
る
。
国
民
皆
保
険
制

度
を
持
つ
国
の
中
で
、
年
齢
で
被
保

険
者
を
切
り
離
し
、
保
険
料
や
医
療

の
内
容
に
格
差
を
つ
け
て
い
る
国
は

ど
こ
に
も
な
い
。

高
齢
者
に
な
れ
ば
、
収
入
は
年
金

だ
け
に
な
る
。
そ
し
て
、
病
気
が
ち

に
な
る
。
収
入
が
な
く
て
病
気
が
ち

の
人
だ
け
が
集
ま
っ
て
保
険
を
つ

く
っ
た
の
で
は
、
運
営
で
き
る
は
ず

が
な
い
。
も
と
の
老
人
保
健
制
度
に

戻
す
べ
き
で
あ
る
。

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

議
案
第
60
号
‥
稲
敷
市
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
70
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
71
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
75
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
79
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
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山
口
清
吉
　

自
営
業
者
の
場
合
、
家
族
従
業
者

分
の
働
き
分
が
必
要
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
必
要
経
費

と
し
て
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

国
会
で
も
「
財
務
省
に
お
い
て
丁
寧

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。」
と
大
臣
が

答
弁
さ
れ
て
お
り
、
財
務
省
の
検
討

を
早
め
る
た
め
に
も
、
女
性
の
無
償
労

働
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
本
請
願
の

採
択
に
賛
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
口
清
吉
　

日
本
共
産
党
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
水
道
料
金
が
高
い
と
言
う
市

民
が
53
・
３
％
を
占
め
て
い
る
。

水
道
料
金
１
立
米
、
１
０
０
円
引

き
下
げ
る
の
に
、
全
体
で
１
、
２
０
０

万
円
必
要
と
い
う
試
算
が
あ
る
。
５

０
０
円
引
き
下
げ
る
の
に
は
６
、
０
０

０
万
円
の
繰
り
入
れ
で
実
現
で
き
る
。

１
４
２
億
円
の
剰
余
金
を
有
効
に

活
用
す
れ
ば
、
引
き
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

請
願
第
１
号
‥
「
所
得
税
法
56
条

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願

■
賛
成
討
論

結城市議会の皆様が来庁

大分県日田市議会の皆様が来庁 鹿嶋市議会の皆様が来庁

５月26日（木曜日）、結城市から、
市議会新庁舎建設及び現庁舎跡地
利用計画に関する調査特別委員会
17名の皆さんが、視察研修のため
来庁されました。

稲敷市議会からは浅野議長が出
席し、齊藤公共施設再編室長が新
庁舎整備について説明を行い、活
発な質疑応答が交わされました。

10月５日（水曜日）、大分県日田市から、市
議会総務環境委員会６名の皆さんが、視察研修
のため来庁されました。

稲敷市議会からは浅野議長が出席し、高山
政策調整部長、濱田人口減少対策室長が「い
なしきに住みたくなっちゃう♡プラン」を中心
とした当市の人口減少対策の取り組みについて
説明を行い、活発な質疑応答が交わされました。

８月３日（水曜日）、鹿嶋市から、市議会
11名の皆さんが、視察研修のため来庁されま
した。

稲敷市議会からは伊藤副議長が出席し、齊
藤公共施設再編室長が新庁舎整備について説
明を行い、活発な質疑応答が交わされました。

■
反
対
討
論

議
案
第
81
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
４
議
案
の
主
な
審
査
概
要
並
び

に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
59
号
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

度
稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３

号
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
２
、
４

７
２
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
２
１
２
億
７
、
６

３
８
万
５
千
円
と
し
、
歳
出
で
は
市

街
地
液
状
化
対
策
事
業
と
江
戸
崎
体

育
館
備
品
購
入
費
、
歳
入
で
は
繰
越

金
を
充
て
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第
60
号
稲
敷
市
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
で
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
及
び
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
施
行
に
伴
い
、
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
う
ち
、
小
規
模
保
育
事

業
所
Ａ
型
及
び
保
育
所
型
事
業
所
内

保
育
事
業
所
に
つ
い
て
、
４
階
以
上

に
保
育
室
を
設
け
る
場
合
に
設
置
す

る
、
屋
内
階
段
の
排
煙
設
備
の
要
件

緩
和
及
び
保
育
士
の
配
置
等
に
つ
い

て
、
特
例
的
運
用
を
設
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
62
号
稲
敷
市
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改

正
に
つ
い
て
で
は
、 

空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行

に
伴
い
、
従
来
の
市
独
自
の
空
家
等

対
策
か
ら
、
法
に
基
づ
く
対
策
に
移

行
す
る
た
め
、
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
63
号
平
成
28
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
で
は
、

既
定
の
予
算
額
に
２
億
６
、
４
５

７
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
２
１
５
億
４
、
０
９

５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳
出

補
正
の
主
な
も
の
は
、
行
政
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
等
に
係
る
経
費

３
、
６
７
８
万
５
千
円
、
桜
川
地
区

セ
ン
タ
ー
等
の
備
品
購
入
費
１
、
８

８
４
万
１
千
円
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン

プ
誘
致
経
費
４
３
７
万
３
千
円
、
江

戸
崎
第
２
保
育
所
解
体
経
費
４
、
３

３
７
万
５
千
円
、
幼
稚
園
園
児
バ
ス

４
台
の
購
入
費
、
２
、
７
５
４
万
４

千
円
等
の
増
額
補
正
の
ほ
か
、
県
営

土
地
改
良
事
業
費
変
更
に
伴
う
県
へ

の
負
担
金
４
、
９
６
０
万
円
の
減
額

補
正
等
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。歳

入
補
正
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
税
に
お
い
て
は
２
億
円
、
繰

入
金
で
は
５
、
２
６
３
万
６
千
円
を

追
加
し
、
こ
の
他
に
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
事
業
費
補
助
金
を
は
じ
め
と

す
る
国
庫
支
出
金
１
、
２
４
７
万
５

千
円
、
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
県
支
出
金
２
、
６

０
５
万
円
等
を
計
上
し
た
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
４
議
案
全
て
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
若
松
　
宏
幸
　

第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た

6
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
と
概
要
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
61
号　

稲
敷
市
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で

は
、
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い
て
、

県
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
所
得
制
限
が
旧
児

童
手
当
法
の
特
例
給
付
支
給
制
限
額
か
ら
、

現
行
の
児
童
手
当
法
に
改
正
に
な
る
こ
と
か

ら
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
第
63
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市
一

般
会
計
補
正
予
算
第
4
号
で
は
、
既
定
の
予

算
額
に
2
億
6
、
４
５
７
万
1
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
１
５
億
４
、

０
９
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
当
委
員

会
所
管
の
主
な
歳
出
補
正
は
、
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
交
付
金
に
係
る
経
費

１
、
０
２
２
万
５
千
円
、
動
物
の
死
骸
処
理
、

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
用
等
に
、
５
１

０
万
円
、
障
害
福
祉
費
事
務
費
前
年
度
清
算

金
の
費
用
と
し
て
、
２
、
２
５
７
万
６
千
円

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
64
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算　

第
２
号

で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
、
４
６
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
65
億
４
、
１
３
７
万
６

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
前
年
度
療
養
給
付
費
等
負
担
金
、
及

び
退
職
者
医
療
療
養
給
付
費
等
交
付
金
の
精

算
に
伴
う
返
還
金
、
８
３
１
万
３
千
円
、
前

年
度
繰
入
金
の
精
算
に
伴
う
一
般
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
、
１
、
６
３
２
万
１
千
円
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
67
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
２
号
で
は
、

既
定
の
予
算
額
に
、
７
、
１
３
３
万
１
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
36
億

５
、
０
０
９
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
歳

出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
前
年
度
の
精
算

に
伴
う
国
・
県
等
負
担
金
の
返
還
金
、
３
、

６
９
０
万
１
千
円
、一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
、

３
、
５
１
２
万
３
千
円
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
68
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
、
２
２
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
８
億
９
、
６
４
３
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
歳
出
の
主
な
も

の
と
し
て
は
、前
年
度
の
精
算
に
伴
う
、国
・

県
等
負
担
金
の
返
還
金
２
１
９
万
３
千
円
、

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
、
１
、
０
０
５
万
３

千
円
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
69
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１

号
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
２
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
１
、
１
８
３
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
歳
出
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
１
８
４
万
８

千
円
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
第
2
回
定
例
会
よ
り
継
続
審
査
を
し

て
お
り
ま
し
た
請
願
第
1
号
「
所
得
税
法
56

条
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て
で
は
、
閉
会
中
事
務

調
査
と
し
て
、
去
る
8
月
9
日
に
市
民
福
祉

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
か
ら
「
必
要

経
費
を
過
大
に
申
告
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
懸
念
が
あ
り
、
税
申
告
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
見
直
し
は
行
わ
な
い
方
が
良

い
の
だ
ろ
う
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
6
議
案
は
、
全
て
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
前
定
例
会
よ

り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
第
1
号

は
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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常任委員会の審査経過と結果

稲敷市議会だより　第46号

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
篠
田
　
純
一
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
５
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
概

要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。議

案
第
59
号
の
専
決
処
分
（
一
般

会
計
補
正
予
算
第
３
号
）
の
審
査
で

は
、
都
市
計
画
課
所
管
の
市
街
地
液

状
化
対
策
実
証
実
験
工
事
請
負
費
を

増
額
補
正
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
、
実
証
実
験
の

結
果
、
こ
の
工
法
が
当
市
に
は
、
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
は
理
解
し
た
が
、
液

状
化
現
象
を
不
安
視
す
る
市
民
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
と

の
質
疑
に
対
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
液
状
化
に
対
す
る
個
別
対
策

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
63
号
の
平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
う
ち

農
政
課
の
審
査
で
は
、
土
地
改
良
振

興
事
業
に
お
け
る
土
地
改
良
区
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
農

業
排
水
だ
け
で
は
な
く
区
域
内
の
生

活
排
水
、
雨
水
な
ど
の
排
水
機
能
を

有
し
て
い
る
土
地
改
良
区
へ
の
補
助

等
は
で
き
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

各
改
良
区
に
お
け
る
受
益
者
負
担
、

受
益
区
域
の
調
整
な
ど
、
そ
の
公
益

性
を
考
え
た
仕
組
み
作
り
を
検
討
中

で
あ
る
こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
の
審
査
で
は
、
市
営
公

園
管
理
費
に
お
い
て
、
古
渡
水
の
里

公
園
内
の
ほ
た
る
観
察
デ
ッ
キ
を
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
擬
木
で
作
り
直
す

も
の
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
か
ら
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と

予
算
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
予

算
執
行
時
に
、
よ
り
経
済
的
効
率
的

な
発
注
の
検
討
を
し
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
65
号
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
審
査
で
は
、

経
営
戦
略
策
定
業
務
委
託
の
内
容
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
中
長
期
的
な

経
営
計
画
を
策
定
し
事
業
の
経
営
健

全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
66
号
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
の
審
査
で
は
、
議

案
第
65
号
と
同
様
に
委
託
料
で
中
長

期
的
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る
経
営

戦
略
策
定
業
務
委
託
料
及
び
施
設
修

繕
費
の
補
正
予
算
計
上
す
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
83
号
市
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
の
審
査
で
は
、
廃
止
と
な
る

２
路
線
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
さ

れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
議
案
５
件
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
・
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
篠
崎
　
力
夫
　

今
定
例
会
開
会
日
に
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
ず
、
３

分
科
会
の
中
で
、
所
管
部
局
単
位
の

分
割
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
26
日

の
全
体
審
査
で
は
、
分
科
会
で
の
審

査
内
容
の
報
告
と
、
分
科
会
委
員
以

外
の
委
員
か
ら
質
疑
、
最
後
に
、
討

論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
付
託
さ
れ
た

平
成
27
年
度
13
会
計
の
決
算
に
関
す

る
議
案
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
う
ち
政
策
調
整

部
・
人
口
減
少
対
策
室
所
管
の
審
査

で
は
、
田
舎
暮
ら
し
お
試
し
住
宅
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
事
業
が
完
了
し
、
10
月
15
日
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

す
る
。
今
後
、
公
募
に
よ
り
住
人
を

募
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
人
口
減
少
対
策
に
寄
与

で
き
る
よ
う
、
継
続
的
な
事
業
展
開

を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
・
収
納
課
所
管
の
審

査
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
事
業
の
成
果
や
こ
の

事
業
を
継
続
す
る
意
思
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
、
業
務
委
託
を
開
始
し
て
か

ら
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、　

収
納

率
で
０
・
76
％
増
と
な
っ
た
。
収
納

率
が
伸
び
だ
け
で
も
、
３
、
４
４
４

万
余
り
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、直
営
に
し
た
場
合
に
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
施
設

整
備
費
用
、
人
件
費
や
人
的
教
育
な

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
す

る
た
め
、
民
間
委
託
に
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
。
こ
の
事
業
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
開
始
し
た
こ
と
か

ら
、
収
納
率
が
下
が
っ
て
も
続
け
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。産

業
建
設
部
・
建
設
課
所
管
の
審

査
で
は
、
地
積
調
査
事
業
の
進
捗
が

遅
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
事
業
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
現
在
の
人
員
で
は
膨
大

な
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
地
籍

調
査
の
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
状
況
の

中
、
も
っ
と
積
極
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
市
の
体
制
も
整
え
る
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

原
案
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
特
別
会
計
・
水
道
会
計
決
算

等
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
71
号
、
第

75
号
、
第
79
号
、
第
80
号
、
第
81
号

の
5
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
認

定
。
他
の
7
議
案
に
つ
い
て
は
全
員

一
致
に
よ
り
原
案
認
定
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告
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視 察 研 修 報 告

稲敷市議会だより　第46号

研
修
日
：
6
月
30
日
～
7
月
1

日

研
修
先
：
宮
城
県
丸
森
町

　
　
　
　
宮
城
県
石
巻
市

市
民
福
祉 

常
任
委
員
会
で

は
6
月
30
日
、
7
月
１
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
視
察
研
修
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
報
告
を
い
た
し
ま

す
。1

日
目
、
6
月
30
日
、
宮
城

県
丸
森
町
役
場
に
お
き
ま
し

て
、「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
諸
証
明
発
行
業
務

委
託
に
つ
い
て
」
を
研
修
し
て
来
ま

し
た
。

始
め
に
、
主
管
課
か
ら
の
説
明
の

概
要
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
各
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
館
長
を
非
常
勤
職
員
と
し

て
任
命
し
、
そ
の
施
設
管
理
全
般
、

活
動
内
容
を
任
せ
て
い
る
の
で
、
行

政
に
は
な
い
発
想
で

活
動
し
て
い
る
地
区

も
あ
り
、
全
体
的
に

活
動
内
容
が
充
実
し

て
い
る
。
併
せ
て
、

正
職
員
が
業
務
に
従

事
し
て
い
た
時
と
比

べ
て
、
年
間
２
、
７

０
０
万
円
の
コ
ス
ト

が
削
減
を
見
込
ん
で

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
各
自
治
組

織
へ
の
指
導
方
法
な
ど
、
多

数
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、

東
支
所
、
新
利
根
・
桜
川
地

区
セ
ン
タ
ー
と
、
出
先
窓

口
が
3
カ
所
あ
る
当
市
に

と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
7
月
1
日
に

は
、
宮
城
県
の
石
巻
市
役
所

で
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
福
祉
避
難
所
の
運
営
と

そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

始
め
に
、
福
祉
避
難
所
で
実
際
に

現
場
を
指
揮
さ
れ
た
保
健
師
の
方
か

ら
、
震
災
当
時
の
悲
惨
な
状
況
、
福

祉
避
難
所
な
ら
で
は
の
苦
労
話
な

ど
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
人
工
透
析
を
し
て

い
る
方
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
い
た

の
か
な
ど
、
多
数
の

質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
で
、
有
意
義
な
研

修
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

市民福祉常任委員会
視察報告

研
修
日
：
8
月
1
～
2
日

視
察
先
：
山
梨
県
甲
府
市

　
　
　
　
山
梨
県
都
留
市

8
月
1
日
に
は
、
山
梨
県
甲

府
市
で
、
新
庁
舎
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
研
修
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
甲
府
市
で
は
、

平
成
25
年
の
新
庁
舎
に
お
け
る

業
務
開
始
と
同
時
に
、「
総
合
窓

口
」
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
、

「
書
か
せ
な
い
・
歩
か
せ
な
い
・

迷
わ
せ
な
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
全
庁
的
な
話
し
合
い
の
中

で
、
こ
の
部
署
に
か
か
わ
る
業
務
内

容
を
練
り
上
げ
て
き
た
と
い
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
市
役
所
に
訪
れ
て

く
る
市
民
の
皆
様
が
な
る
べ
く
一
つ

の
窓
口
で
手
続
き
が
完
結
す
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
85
％
以
上
の
方
か
ら

高
い
満
足
度
を
得
て
い

る
と
い
う
説
明
で
あ
り

ま
し
た
。

翌
2
日
に
は
、
山
梨

県
都
留
市
で
、
地
方
創

生
・
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
構
想
に
つ
い
て
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
都
留
市

の
「
強
み
」
で
あ
り
ま
す
、

三
つ
の
大
学
と
の
連
携
を
活

か
し
た「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・

つ
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
若

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少

対
策
、
雇
用
の
創
出
・
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
、
税

収
の
増
加
及
び
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

二
つ
の
自
治
体
に
お
け
る

議
会
や
市
の
取
り
組
み
内
容
は
、
稲

敷
市
が
今
後
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

※
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
、
米
国
発
祥
で
、

高
齢
者
が
元
気
な
う
ち
に
地
方
に
移

住
し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、
介
護

や
医
療
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
も
ケ
ア
を
受
け

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
、

高
齢
者
の
地
方
移
住
を

促
す
こ
と
で
首
都
圏
の

人
口
集
中
の
緩
和
と
地

方
の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
で
す
。

行政視察全体研修報告



今
年
の
台
風
は
８
月
中
旬
か
ら
絶

え
間
な
く
続
い
て
お
り
、
そ
の
被
害

も
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
も

台
風
が
多
く
上
陸
し
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
す
。
実
際
に
８
月
に
日
本
に

上
陸
し
た
台
風
の
数
は
４
つ
と
、
過

去
最
多
の
年
に
並
ん
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
７
月
９
日
に
台

風
１
号
の
発
生
と
な
っ
た
１
９
９
８

年
と
同
様
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
の
年

の
台
風
も
９
月
に
立
て
続
け
に
台
風

に
見
舞
わ
れ
た
。
遅
れ
て
発
生
が
ず

れ
込
む
よ
う
に
し
て
、
年
の
後
半
に

多
く
発
生
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

９
月
半
ば
に
な
り
、
過
ご
し
や
す

い
気
候
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
近
海
は
未
だ
30
度
前
後
と
高

い
海
水
温
を
保
っ
て
お
り
、
台
風
が

発
生
し
や
す
い
状
態
に
あ
る
そ
う
で

す
。
ま
た
日
本
に
近
づ
き
や
す
い
気

候
環
境
に
あ
る
た
め
に
、
ま
だ
ま
だ

台
風
の
影
響
に
注
意
が
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
大
雨
強

風
時
に
は
河
川
や
水
路
に
は
近
づ
か

な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

  （
筧
　
信
太
郎
　
記
）

委
員
長
　
　篠
　田
　純
　一

副
委
員
長
　
　若
　松
　宏
　幸

委
　
　員
　
　根
　本
　光
　治

委
　
　員
　
　根
　本
　
　
　浩

委
　
　員
　
　筧
　
　
　信
太
郎

委
　
　員
　
　中
　沢
　
　
　仁

傍傍 聴聴 してして

みませんかみませんか
議会の傍聴は、稲敷市役所新庁舎４階で開催当日に受付けています。
①受付時間は、午前８時３０分から
②傍聴の予約はできません
③傍聴席は、５０席（別途、報道関係８席）車椅子スペース３席程度
④議場で傍聴できなくても庁舎１階のモニターで議会の生中継を行
います

次回の詳しい日程については、議会事務局までお問い合わせ下さい。

電話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３
電話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３
電話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３

次回定例会開催予定は

12 6月 日　となります。

●開催場所：稲敷市新庁舎４階  議会議場
●午前10時より

（　　　　　　　  ）稲敷市犬塚1570番地１
旧江戸崎西高跡地

稲敷市議会だより　第46号 20

発
行
‥
稲
敷
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議
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編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
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委
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３
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−

０
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９
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７
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地
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☎
０
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−
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９
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−

２
０
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（
代
表
）

去
る
９
月
23
日
に
、
議
会
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、
江
戸
崎
地
方
衛
生

土
木
組
合
等
よ
り
、
新
焼
却
炉
建
設

計
画
関
係
で
、

（
１
）
新
焼
却
炉
建
設
計
画
等
の
事

業
精
査
に
つ
い
て

（
2
）
新
焼
却
炉
建
設
計
画
等
調
査

特
別
委
員
会
中
間
報
告
に
つ
い
て

の
2
件
の
報
告
が
あ
り
、
全
員
協

議
会
に
お
き
ま
し
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
報
告

し
ま
す
。

始
め
に
、
新
焼
却
炉
建
設
計
画
等

の
事
業
精
査
に
つ
い
て
で
は
、
稲
敷

市
議
会
よ
り
提
出
し
ま
し
た
「
衛
生

土
木
焼
却
炉
新
設
計
画
に
つ
い
て
一

定
の
精
査
期
間
を
求
め
る
決
議
」
を

受
け
た
も
の
で
、

一
つ
目
に
、
総
事
業
費
１
８
５
億

円
規
模
の
市
村
負
担
に
お
け
る
財
政

サ
イ
ド
の
精
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、

（
仮
称
）
新
焼
却
炉
建
設
計
画
等
財

政
調
整
・
検
討
チ
ー
ム
を
新
設
し
、

実
施
し
て
い
き
た
い
。

二
つ
目
に
、
既
存
の
事
業
内
容
の

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
等
の
精
査
に

つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）
新
焼
却
炉

建
設
計
画
等
コ
ス
ト
削
減
検
討
チ
ー

ム
を
新
設
し
、
実
施
し
て
い
き
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、
こ
の
事
業
が
遅
れ

た
理
由
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
は
、
事
業
用
地
買
収
の
件

な
ど
に
つ
い
て
、
江
戸
崎
地
方
衛
生

土
木
組
合
議
会
等
へ
十
分
説
明
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
執
行
部
と
議
会

と
の
信
頼
関
係
が
築
け
な
か
っ
た
こ

と
、
多
額
な
事
業
費
を
負
担
す
る
こ

と
と
な
る
稲
敷
市
、
美
浦
村
と
の
財

政
負
担
を
十
分
精
査
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
新
焼
却
炉
建
設
計
画
等
調

査
特
別
委
員
会
中
間
報
告
に
つ
い
て

で
は
、
新
焼
却
炉
建
設
計
画
等
調
査

特
別
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
設
立
に

至
っ
た
経
緯
や
、
こ
れ
ま
で
の
検
査

の
概
要
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
と
、

こ
の
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法
第
98

条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
検
査
に
疑
念
が
残
り
ま

す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条

に
基
づ
く
委
員
会
設
立
も
視
野
に
入

れ
て
、
今
後
も
検
査
し
て
い
く
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、
地
方
自
治
法
第
１

０
０
条
に
基
づ
く
委
員
会
設
立
の
前

に
、
執
行
部
が
一
つ
一
つ
の
問
題
に

対
し
て
、
真
摯
に
説
明
し
、
解
決
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
そ

の
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
全
員
協
議
会
の
内
容
報
告


